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日本にバックドロップ!!!
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クルド人は国家を

持たない世界最大の少数民

族で、その数は2000万人~3000万人と

推定されている第1次大戦後、敗戦国オスマント

ルコの分断に当たり、クルド人が「クルテ'ィスタンJ(クル

ドの土地、クルドの国の意)と呼ぶ地峨はトルコ、シリア、イラン、

イラクの国境をまたがって分断された。最大のクルド人人口(全

国民の20%、推定1200~1500万人)を抱えるトルコでは、建国以

来トルコ単一民族主義を提唱してきたため、クルド人という民族の存

在を認めない政策を打ち出してきた近年までクルド語の使用、クルド

語による教育、音楽は禁止され、クルド人は「トルコ人」として生きること

を余儀なくされてきた 80年代以降、一時沈静していたクルテeィスタン

独立運動が活性化し、クルド人はトルコ政府から激しく弾圧され、待問、

E撃、暗殺等により、多くのクルド人が犠牲になってきた同時に国

外ヘ脱出するクルド人も地加し、ドイツ等の欧米諸国を中心に約

90万人のクルド人が海外で暮らしている日本でも90年代か

らクルド難民が入国し始め、現在て'は埼玉県を中心に

約500人のクルド人が日本で暮らしているし;かし、

クルド人の難民申請は日本国内では朱 l
たに1件も認められていない ",. ¥

、 シア

ヂルジア\l

アルメテち制」

15イジャン

ナンミンなんて知らなかった 2004年3月
映像系専門学校に通っていた監督の野本は、ひょんなことからクルド人難民のカサoンキ

ラン一家と出会う。人間としての彼らに魅力を感じた野本は、卒業制作の主人公として

彼らを撮ることを企画したが、企画会議であえなく落選。そんな折、カザンキラン一家

の父・アーメットが裁判に負け、強制送還の危険性が高まり、 UNHCR(国連難民高

等弁務官事務所)に難民認定と第三国出国をアピールするテsモをすることになった

のだが・..

カザンキラン一家の闘い 2004年7月
酷暑の中、東京・青山の国連大学で必死にアピールする家族たち野本は彼

らの側でその一部始終を揚影した度重なるUNHCRとの摩擦を経て、「マン

デート難民」の認定を勝ち取ったカサeンキラン一家た.ったが、その4ヵ月後、衝

的な事件が彼らを襲う・・・。 ・:・マンデート雛民:国の認定ではなくUNHCRが認定した難民
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2007年、山形ドキュメンタリー映画祭で絶賛!

24歳の強烈な“バックドロッフ"ドキュメンタリー!
女安安安安*貴女女王了貴公女女女*安土ヲ貨安安女ヲ貨安女大安*ヲ貨安ヲ貨安ヲ貨安安

居場所を求めて日本にやってきたクルド難民、カザンキラン一家。

強制議選の危機に直面し、家族はバラバラに引き裂かれる。

ボクはその一部始終を撮影していた一一。


